
Title 日本のテレビ・コマーシャルに関する基礎分析

Author(s) 斎藤, 貴子

Citation デザイン理論. 1986, 25, p. 44-61

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52550

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



日本のテ レビ ・コマーシャルに関する基礎分析

斉 藤 貴 子

1.は じ め に

日本 に お い て,テ レビ放 送 が 開始 され たの は,今 か ら33年 前 の1953年 一 昭和

28年2月1日,NHKに よ って で あ る。 同年8月,民 放 の 日本 テ レ ビが 開 局 し

た。 その8月28日 正 午,服 部 時計 店 の時 報 スポ ッ トで 日本 の テ レ ビ ・コ マ ー

シ ャル は幕 を明 け た 。今 日 まで の33年 の年 月 は,コ マ ー シ ャルが 消 費 者 や 広 告

主 に とって 如何 に 表現 され るべ きか を,試 行 錯 誤 して きた歴 史 と言 え よ う。

最 初 の10年 間 は,生 コマ ー シ ャルが 中心 で あ り,当 時 の コマ ー シ ャ ル総 量 の

2/3以 上 を 占め て い た だ ろ う と され て い る。 撮 影 や 編 集技 術 の未 熟 な 時 期 に

あ って,ア ニ メ ー シ ョンや 人形 を用 い た コマ ー シ ャル に,秀 れ た ものが 多 くみ

られ た。 一 方,昭 和36年 に ス ポ ッ ト ・コマ ー シ ャル の最 小 単 位 時 間が30秒 か ら

15秒 に短 縮 され,続 い て 翌37年 に は5秒 スポ ッ トとい う非 常 に短 い コ マ ー シ ャ

ルが 誕 生 した。 こ の僅 か5秒 とい う時 間 の 中で,効 果 的 に メ ッセ ージ を訴 え る

為 に,商 品 名 と の ゴ ロ合 わせ 的 な フ レー ズ や調 子 の よ い覚 え易 い フ レー ズ が

次 々 と作 られ,茶 の 間 を賑 わせ た 。 しか し,こ の5秒 ス ポ ッ トは ミ機 関銃,に

た とえ られ,目 障 り耳 障 りで あ る と多 くの視 聴 者 の顰 蹙 を買 い,昭 和40年 に は

中止 とな った 。 また 同 じ頃,コ マ ー シ ャル の乱 暴 な言 葉 遣 い を子 供 が 真似 を し

(6)_____(6)

て 困 る,あ るい は,人 目を 引 く為 に安 易 に女 体 美 を表 現 手段 とす る とい っ た,
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青少 年 に与 え る悪 影 響 とい う面 にお い て も,コ マ ー シ ャル は攻 撃 さ れ始 め る。

更 に は,1970年 代 に 入 って消 費 者 運 動 の気 運 が 高 ま り,企 業 本位 の 広 告 で はな

く,消 費 者 の利 益 とな る広 告 で あ るべ きだ,と す る動 きが 目立 って くる。

以 上 の よ うな 様 々 な批 判 を受 けな が ら も,テ レビ ・コマ ー シ ャル は,着 実 に

広 告 媒 体 の 主役 と して成 長 して い く。 昭和50年 に は,そ れ まで広 告 媒 体 費1位

の新 聞 広 告 を抜 き,テ レビ ・コマ ー シ ャル は今 日まで 王座 を保 って い る。

一 方 ,広 告 商 品 の市 場 に視 点 を移せ ば,作 れ ば売 れ た モ ノ不 足 の 市 場 か ら,

モ ノが 溢 れ な か な か売 上 げが伸 び な い成 熟 市 場 を迎 え,同 じよ うな 機 能 を持 つ

製 品 が 連 立 して きた 。 そ の 中で,如 何 に製 品 を ア ピー ル し購 売 行 動 へ と人 々 を

導 くか,そ の役 割 の大 きな部 分 を広 告 が 背 負 わ ざ る を得 な くな って きて い る と

言 え よ う。

しか し,広 告 の効 果一 つ ま り,広 告 に よ って どれ だ け商 品 が購 入 され た か を

明 らか に す る こ と は難 しい 。 あ る商 品 の 売 上 げ が伸 び た の は,商 品 の性 格 と消

費 者 の ニ ー ズが う ま く一 致 した為 か,販 路 の 開拓 に よ為 のか,あ る い は,店 頭

で の デ ィス プ レイ に よ るの か,広 告 す る時期 や選 ん だ媒 体 が よか っ た為 か,そ

して,広 告 の表 現 が 的確 だ った のか,等 か を明確 に割 り出す こ とは不 可 能 で あ

ろ う。 しか し,広 告 の 最 終 目的が,広 告 商 品 の売 上 げ を促 進 す る こ とで あ る に

せ よ,そ の前段 階 と して,伝 えた い メ ッセ ー ジ を伝 えた い対 象 に,誤 解 され る

こ とな く正 し く伝 え る こ とが 必 要 で あ ろ う。 が,こ の こ とは思 い の外 困難 で あ

る 。例 え ば,入 場料 を払 い,限 られ た空 間 で受 け手 が 積 極 的 に メ ッセ ー ジ を受

け取 ろ う とす る映 画 と異 な り,コ マ ー シ ャル を初 め とす る広 告 物 に は,人 々 の

積 極 的 な受 け入 れ体 制 は望 め ない 。 ま して や,今 日の よ うに夥 しい 広 告 物 に 溢

れ た環 境 にあ って,人 々 は広 告 物 に辟 易 してい る状 態 に あ る と言 え よ う。 そ し

て,何 よ りも この夥 しい広 告 に溢 れ た生 活 環 境 そ の もの が,広 告 の 効 果 を著 し

く圧 迫 して い る 。 とい うの は,小 綺 麗 に ま とめ て あ ろ うが,セ ンセ ー シ ョナ ル

で あ ろ うが,少 々 の こ とで は 泪 立 た ない.の で あ る。 目につ か な い ,気 に も
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止 め られ な い広 告 は,存 在 して い な い こ と と同 じで あ ろ う。

この よ うな 広 告 の状 況 や商 品 市 場 の 中 で コ マ ー シ ャル制 作 者 は,短 時 間 の う

ち に 効 果 的 な コマ ー シ ャ ル を制 作 して い か な くて は な らな い 。 と こ ろが,コ

マ ー シ ャル に限 らず,グ ラ フ ィカル な コ ンセ プ トは,他 者 を十 分 に納 得 させ う

る根 拠 を提 示 しに くい性 格 を持 って い る ので は なか ろ うか 。実 際 に は,表 現 の

方 向 の決 定 づ け は,1～2人 の 経験 豊富 な デザ イナ ー も し くは カ メ ラマ ン,コ

ピー ラ イ タ ー等 の 個 人 的 な判 断 に負 う とこ ろが 多 い 。 この よ うな状 況 は,と も

す れ ば個 人 の独 りよが りの表 現 に陥 り易 い危 険性 を持 って い る。

非 常 に 感 覚 的 な領 域 が 大 きい分 野 で は あ る が,コ マ ー シ ャル は ミビ デ オ ・

ア ー ト、 で はな く ミ広 告,と い う明確 な機 能 を持 つ 以 上,客 観 性 の あ る最 大 公

約 数 的 な原 理 が 存 在 す る と,私 は考 える 。 もち ろ ん,数 式 的 な定 義 が 万 能 で あ

ろ う筈 は ない 。 が,こ れ まで個 々人 が そ の都 度 多 くの 時 問 を費 して きた 部 分 を

短 縮 し,更 に は,誰 もが共 有 で き る形 で,今 後 へ と積 み 重 ね て い け る方 法 が 存

在 す るの で はな か ろ うか。 従 って,こ れ まで の テ レビ ・コマ ー シ ャル を数 値 的

に分 析 し,コ マ ー シ ャル制 作 の上 で 役 立 つ指 針 を探 って み た。

2.調 査 方 法

調 査1

1・ 資 料 内 容

昭和30年 か ら56年 まで の 制 作 年 代 の は っ き り した もので,ACC賞 を受 賞 し

た話 題 作 等,45本 。

II・ 分 析 項 目 と方 法

(1)音 声 分 析

i一 字 数

通 常 聞 き とれ る音 声 メ ッセ ー ジ を,平 仮 名,片 仮 名 に直 しそ の字 数 を数 え,

1秒 当 りの 字 数 を算 出 した 。
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ii一 商 品名 ・会 社 名 ・商 品価 格 の有 無.

音 声 メ ッセ ー ジの 中で 聞 き とれ る商 品 名,会 社 名,商 品 価格 の字 数 を数 え,

メ ッセ ー ジ全 体 の 中 で そ れ らの 占め る割合 を算 出 した。

iii一音 楽 との 関 わ り

音 声 メ ッセ ー ジに メ ロ デ ィが つ い て い るか ど うか,ま た 楽器 を用 いて い るか

ど うか を調べ た 。

iv一 こ とば の型

音 声 メ ッセ ー ジ の こ とばが,体 言 止,書 き こ と ばに 近 い話 しこ と ば,話 し こ

と ばの い ず れ で あ る か を調 べ た 。

v一 声 の 質

音 声 メ ッセ ー ジの 声 を,男 の声,女 の 声,子 供 の声,複 数 の 声,と 分 類 し,

そ の いず れ に属 す るか を調 べ た。

(2)画 像 分 析

i一 文 字 数

テ ロ ップ と して 画 面 に 出 る文 字 数 を数 え,1秒 当 りの 文 字 数 を算 出 した 。

11商 品 名 ・会社 名 ・商 品価 格 の 有無

テ ロ ップの 中 で,商 品名 ・会 社 名 ・商 品価 格 の 文 字 数 を数 え ,テ ロ ップの 中

で そ れ らの 占 め る割 合 を算 出 した 。

iii一色

テ ロ ップ と,そ の テ ロ ップが 置 か れ て い る背 景 との色 を,赤,黄,緑,青,

紫,黒,白,そ して混 合 型 のい ず れで あ るか を調 べ た 。

iv一 商 品 の扱 い方

画 面上 で扱 わ れ る商 品の 位 置及 び時 間 軸 で の位 置 を調 べ た。 また 同時 に,商

品 の ア ップ映 しに よ り,ラ づ ル等 で 通 常 読 み 取 れ る 商 品 名等 を数 え,「1文

字 数 」 「ii一 商 品 名 ・会 社 名 ・商 品価 格 の 有 無 」 の 結 果 と考 え合 わ せ,修 正 値

を算 出 した。
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v一 背 景 とア イ キ ャ ッチ ャー

設 定 され て い る場 所 が どの よ うな タ イ

プで あ るか,そ して,ア イキ ャ ッチ ャー

と して 用 い られ て い る ものが どの よ うな

ものか を調 べ た 。

調 査2

工 ・資 料 内容

(1ε9

昭和59年7月 に収 録 した コマ ー シ ャル

1290本 の うち,広 告 主 の産 業 種 を飲 料 品(B業 種),機 械 ・器 具(J業 種)の2

業 種 に絞 った71件 の コ マ ー シ ャル 。(表1参 照)

II・ 分 析 項 目 と方 法

(1)音 声 分 析

i一 字 数,ii一 商 品 名.会 社 名 ・商 品 価 格 の 有無,iii一 音 楽 との 関 わ り,1V

一 こ とば の型
,v一 声 の質,こ れ ら5項 目 の分 析 方 法 は調 査1と 同様 で あ る 。

(2)ア イ キ ャ ッチ ャー と商 品 の イ メ ー ジ調 査

こ とば に よ る商 品 と ア イ キ ャ ッチ ャ ーの イ メ ー ジ測 定 を,SD法 に よ り9対

の形 容 詞 を用 い て24人 の被 験 者 に対 して 実施 した。

(3)コ マ ー シ ャル の イ メ ー ジ調 査

乱 数表 よ り機 械 的 に2業 種 か らそ れぞ れ10件 つ つ資 料 を選 出 し,こ の20件 の

コマ ー シ ャル を被 験 者25人 〔毘視 聴 させ,イ ンパ ク ト度,好 感 度 をSD法 に よ り

測 定 した 。 また,視 聴 後,記 憶 に残 った コマ ー シ ャル3件 を書 き留 め て も ら っ

た。 更 に,イ ンパ ク ト度,好 感 度 の 測定 値 を それ ぞ れ 因子 分 析 し,主 要 な因 子

を抽 出 した 。

3.分 析 と 考 察

調 査1,2か ら,私 に は以下 の よ うな結 果 が得 られ た。
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表1広 告主の産業種別分類
分類 件数

45

B飲 料品7

Cそ の他の食料品3

E繊 維紡績その他の製品5

F医 薬品1

G石 鹸 、化粧品4

H肥 料 その他の化学製品3
J機 械 、器具16

Kそ の他の製造品1
0保 険2

P運 輸1

Q公 益事業2



1.広 告 商 品 の 業種 に よ って,コ マ ー シ ャル の表 現 に特徴 が見 られ,グ ル ー

プ化 がで きた 。

2.以 前 に比 べ,商 品 名 の比 重 が 大 き くな って い る。

3.外 国語 の 使 用 が 増加 して い る。

4.好 感 を持 た れ る コマ ー シ ャル は,商 品 に即 して い ない ミイ メ ー ジ型 。 で

あ り,大 人 び た静 的 な 表現 の もの。

5.イ ンパ ク トの あ る コマ ー シ ャル は記 憶 に残 り易 く,話 題性 が あ り 目新 し

く革 新 的 な表 現 の もの 。

6.ア イキ ャ ッチ ャ ー と商 品 の イ メー ジ 差 が 大 き過 ぎる と,飲 料 品 で は 印象

に残 りに くい 傾 向 が あ る。

7.ア イキ ャ ッチ ャ ー と商 品 の イ メー ジ 差 が 大 きい程,機 械 ・器 具 で は 印象

に残 り易 い傾 向 が あ る。

以 上 の結 果 の 中 か ら,本 論で は広 告 商 品 の業 種 の違 い に よ って コマ ー シ ャル

の表 現 の タイ プが 異 な る点 に絞 って,考 察 を進 め た い。

表2,3は,そ れぞ れ 調査1,2で の音 声分 析 の結 果 か らグル ー プ化 され た

もの で あ る。 棒 グ ラ フの値 は,業 種 別 に み た コマ ー シ ャルの 各 タ イプ の構 成 比

を表 わ して い る。 例 え ば,表2のO業 種 は 全 て ミ説 得 型,で あ る 。表2を 概 観

す る と,1秒 当 りの字 数が 平 均 値 を上 回 わ る グル ープ には,J,0,Q業 種 が 全

て 含 まれ て お り,平 均 値 を下 回 わ るグ ル ー プ に はG業 種 が全 て含 まれ て い る こ

とが 判 っ た。 商 品 名等 の 占め る割 合 が 平 均 値 を上 回 わ る グル ー プ で は,B,C

業種 が 目につ く。 これ らの 表 の タイ プ名 は,次 の よ うな特 徴 か ら命 名 した 。

1.会 話一 連 呼 型

1秒 当 りの字 数 が 多 く,そ の 中で 占め る商 品 名等 の割 合 が 大 き く,こ れ は一

般 に言 わ れ る ミ連 呼 型 、の 特徴 を持 つ もの で あ る 。 そ の 中 で この グル ー プ は,

メ ッセ ー ジ 自体 に メ ロ デ ィが使 用 さ れて お らず,話 し こ とば を用 い,男 の声 が

使 わ れ て い る。 そ して,ミ 会 話 。 とい う形 で メ ッセ ー ジが 送 られ,何 度 も商 品
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表2調 査1音 声の分析結果からグループ化されたもの

認 畷 プ名特徴50%ioo/
.

会話一連呼型H
1秒 当りの字数が多いJ
商品名などの占める割合が大
メロデ1一 なしのメッセージ
男の声

リズミカルー連呼型B

驪 脇 警驪 。。C*E
メロ ディーあ りの メッセージH

J6

●

._.._...

説明型

1秒 当りの字数が多い
商品名などの占める割合が坐
メロディーなしのメッセーン
書きことばに近い話 しことば

J.襯 趣黼"赫

Q・㎜ 膠●膠聯 欄1uti!i

説得型Q

1秒 当りの字数が多いO
商品名などの占める割合が小

男の声音楽なし
書きことばに近い話しことば

■

躍諞 贈 購 欟:::謝.,.

厂

詩的連呼型E

1秒 当りの字数が少ないF
商品名などの占める割合が木G
メロディーなしのメッセーン
体言止でおわる

朏 贋 脚 ・闘 ●........

メロディー連呼型B

1秒 当りの字数が少ないC
商品名などの占める割合が木G
メロディーありのメッセーンJ

餓

イメー ジ型B

1秒 当りの字数が少ないC
商品名などの占める割合が坐'G
メロディーなしのメッセーソ

メロディー,イ メー ジ型G

1秒当りの字数が少ないH
商品名などの占める割合が坐J
メロディーありのメッセーン

襯 繍
鏐・ 膠"證 『繖
咄襯 鵬.;.

..ti._.
鰯゚ 題輯 鰯 朏

:...,・...

分類

十 全体平均を上まわる
一 全体平均をFま わる

1メ ッセージ自体1にメロディーが使われていない

2メ ッセージ自体にメロディーが使われている

3メ ロディーが全く使われていない
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名 が登 場 して い る。

2.リ ズ ミカルー 連 呼 型

1秒 当 りの 字 数 が 多 く,商 品名 等 の 占 め る割 合 が 大 で あ り,メ ッセ ー ジ に メ

ロ デ ィが 使 わ れ て い る。 これ らは,テ ンポ の あ る軽 快 な リズ ム の 中で 商 品 名 を

繰 り返 し登 場 させ て い る 。

3.説 明型

1秒 当 りの字 数 が 多 く,商 品 名等 の 占め る割合 が小 で あ り,メ ロデ ィの伴 わ

な い メ ッセ ー ジ,書 きこ とば に近 い話 しこ とば が使 わ れ て い る。 この グ ル ー プ

の 多 くはJ業 種 で 占め ら れ て い る。 これ らは,商 品 や商 品 を生 産 して い る企 業

の姿 勢 につ い て 説 明 して い る 。

4.説 得 型

1秒 当 りの 字 数 が多 く,商 品名 等 の 占 め る割 合 が 小 さ く,音 楽 が 全 く使 わ れ

て お らず,男 の声 だ け が使 わ れて い る。 これ ら は,淡 々 と商 品 につ い て 語 って

お り,生 真面 目な雰 囲 気 が 感 じられ る。 保 険 ,公 益 事 業 が この タ イ プに 入 る 。

5.詩 的連 呼 型

1秒 当 りの字 数 が 少 な く,商 品 名 等 の 占め る割 合 が 大 き く,B・G・M〔 あ上

に音 声 メ ッセ ー ジが 乗 って お り,体 言 止 で終 って い る もので あ る。 こ れ らは,

非 常 に詩 的 な ムー ドで 商 品 をア ピー ル して い る。

6.メ ロデ ィ連 呼型

前 述 の 「2,リ ズ ミカ ルー 連 呼 型」 と比 較 す る と,1秒 当 りの字 数 が 少 ない

点 を除 け ば,あ との要 素 は 同 じで あ る。 つ ま り,ス ロー テ ンポ の メ ロデ ィ に乗

せ て,商 品名 等 を繰 り返 し登 場 させ て い る。

7.イ メー ジ型

1秒 当 りの字 数 が 少 な く,商 品 名 等 の 占 め る割 合 が小 で あ る。B・G・Mの

上 に メ ッセ ー ジ を乗 せ てい る。 これ らは,ポ ッ ポ ツ と言 葉 を嵌 込 み,商 品 その

もの につ いて は言 及せ ず,詩 的 な世 界 を作 り上 げ て い る。
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表2調 査2『 音 声の分 析結 集 か らグル ープ化 された もの

鞭 ♂,プ_徴,。%.1。%

十

十

1

会話一連呼型

1秒 当りの字数が多い
商品名などの占める割合が木
メロディーなしのメッセーン

B

J

2

3'

リズ ミカルー連呼型

1秒 当りの字数が多い
商品名などの占める割合が大
メロディーありのメッセージ
話しことば

B

J

1

説明型

1秒当りの字数が多い
商品名などの占める割合が小
メロディーなしのメッセージ

B

J

2・

3'

1

詩的連呼型

1秒 当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が大
メロディーなしのメッセージ
体言止でおわる

B ●

2

3'

メロデ ィー連呼型

1秒 当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が大
メロディーありのメッセージ

イメー ジソ ング連呼型

1秒当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が大
外国語の歌詞十楽器

J

B ●●.鵬 ・●

1

イメージ型

1秒 当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が小
メロディーなしのメッセージ

B

J

鵠 呂6R轟

2

メロデ ィー,イ メー ジ型

1秒当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が小
メロディーありのメッセージ

B

3'

イメージソング型

1秒 当りの字数が少ない
商品名などの占める割合が小
外国語の歇詞十楽器

B

J

●

分類

a一 全体平均を上まわる
一 全体平均を下まわる

1メ ッセージ自体1にメロディーが使われていない

2メ ッセージ自体にメロディーか 使われている
37外 国語の歌詩十楽器を用いているもの
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8.メ ロデ ィ ・イメ ージ 型

1秒 当 りの 字数 が少 な く,商 品名 等 の 占 め る割 合 も小 さ く,メ ッセ ー ジ に メ

ロデ ィが 使 わ れ て い る。

表3は 表2同 様,音 声 分 析 結 果 か ら グル ー プ化 して い るが 厂iii一音 楽 との

関 わ り」 で は 「全 く音 楽 を使 用 して い な い もの」 が皆 無 で あ り,一 方,「 外 国

語 の歌 詞+楽 器 を用 い て い る もの」 が 目立 った為 ,分 類3に 「外 国語 の歌 詞+

楽器 」 を入 れ て い る。 この 表 か らは,J業 種 が や は り ミ説 明型 ミ の特 徴 をみ せ
,

一 方
,B業 種 は ミ連 呼 型 。 的 な傾 向 をみせ て い た 表2と 比 較 して,ミ イ メー ジ

型 。 や ミ説 明型,と い っ た様 々 な タイ プへ ば らつ い て い るの が判 る。 また,表

2か ら得 た8グ ル ー プ の う ち ミ説 得型 、が 抜 け
,代 りに2グ ル ー プが 増 加 して

い る。 そ の2グ ル ー プの タ イ プ名 は,次 の よ うな特 徴 か ら命 名 され て い る。

9.イ メ ー ジ ソ ン グ連 呼 型

1秒 当 りの字 数 が 少 な く,商 品 名 等 の 占め る割 合 が 大 で あ り,「 外 国 語 の 歌

詞+楽 器 」 を用 い て い る。

10.イ メー ジ ソ ング型

1秒 当 りの字 数 が 少 な く,商 品 名等 の 占 め る 割合 が 小 で あ り,「 外 国語 の歌

詞+楽 器 」 を用 いて い る。 これ らは,雰 囲気 を醸 し出す 外 国語 の歌 を中心 と し

た イ メ ー ジ型 で あ る。

以 上 の よ うな 音声 分析 か ら合 計10の グル ー プ を得 る こ とが で きた。 しか し,

各 グ ル ー プの特 徴 を み て判 る よ う に,音 声 分 析 の 中で も グル ー プ の特 徴 を大 き

く左 右 して い る の は,「1字 数 」,「ii一 商 品 名.会 社 名 ・商 品価 格 の有 無 」,

「111一音楽 との 関 わ り」 の3点 で あ り
,特 に字 数 や 商 品 名等 の 占 め る割 合 は重

要 と思 わ れ る。

図4は 調 査1に お け る広 告 主 産業 種 別 にみ た ,1秒 当 りの字 数 で あ る。2.92

が 全 体 平 均 値 で あ るが ,平 均 値 を上 回 わ って い る もの で はE,J,O,Q業 種 が

目立 つ 。 一 方,下 回 る もので はP,G,K業 種 が特 徴 的 で あ る。 この 図 か ら,

-53一



図4調 査1

産 業種別1秒 当 りの字数

図5調 査1

音声 メッセ ー ジの 中で商 品名,

会社 名,価 格 の 占め.る割合

図6調 査2
産業種別1秒 当りの字数

.

※資料件数炉1-2件 と少ないもの

図7
声難 一ジの中で商品名,

会 社 名,価 格 の

占 め る割 合

ロ 調査1'ロ 調査1
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多 くを語 る饒 舌 な コマ ー シ ャル か,言 葉 少 な い静 か な落 着 きの あ る ものか が ,

大 凡 握 む こ とが で きる 。 図5は,調 査1に お け る字 数 の 中 で 占 め る商 品 名 等 の

割 合 を,広 告 主 の 産業 種 別 に表 わ した もので あ る。 この割 合 が 大 で あ れ ば ミ連

呼 型 。 的 で あ り,小 で あ れ ば ミ説 明 型 、 も し くは ソ メ ー ジ型.的 と言 え よ う。

K,P業 種 が 群 を抜 い て高 い値 を示 して い るが ,資 料 が 少 な い為 ミ連 呼型.で

あ る と断 定 す る こ とは で きな い 。C,H,E,B業 種 が 全 体 平 均 を上 回 わ り,

ミ連 呼型
、 的 と言 え よ う。 それ に対 し,J,O,Q業 種 は,商 品 名 や 会社 名 を ア

ピー ルす る度 合 が 低 い 。 また,全 く商 品 名,会 社 名,商 品 価 格 をナ レー シ ョン

の 中 で用 いて い な い資 料 が,全 体 で6件 あ り,そ れ ら は公 共 広告 の類 で あ る こ

と,商 品 広 告 とい う よ り企 業広 告 で あ る こ と,広 告 して い る 商 品 や会 社 が そ の

業 界 で は ト ップ に位 置 して い る と思 わ れ る もの,が 特徴 と して挙 げ られ る。

図6,7は,調 査2に お け る広告 主 産 業 種 別 に み た1秒 当 りの字 数 ,及 び そ

の 中 で 占 め る商 品 名 等 の割 合 で あ る。 同時 に,調 査1で の値 を並 記 した 。 これ

らの 図 か ら,調 査1の 値 に比べ,調 査2で は1秒 当 りの字 数 が 増 加 して い る こ

と,特 に 」業 種 で そ の 傾 向 が 大 で あ る こ とが 見 て とれ る。 ま た,商 品名 等 の 占

め る割 合 も,2業 種 と もに増 加 して い るが ,増 加 の比 率 はJ業 種135%,B業

種117%と,J業 種 の 方 が 上 回 わ っ て い る。 つ ま り,調 査1 ,2と もに ミ説 明

型.的 な特 徴 を表 わ して い たJ業 種 で は あ るが,以 前 に比べ 商 品名 等 に対 す る

比 重 を大 き く して い る の で あ る。

4.表 現 の タ イ プ を 示 す 立 方 体

コマ ー シ ャル の 表 現 を左 右 す る ミ1秒 当 りの字 数 。,ミ 商 品 名 等 の 占 め る割

合 。,ミ音 楽 の使 わ れ方.を 軸 とす る立 方 体 を作 り,コ マ ー シ ャル の タイ プ を視

覚化 した ものが,図8,9,10で あ る。 図8は,1秒 当 りの字 数 が 多 く,商 品

名等 の 占 め る割 合 が 小 で あ り,メ ロデ ィ な しの メ ッセ ー ジ を用 い る 一角 を 中毛、

とす る,ミ 説 明型,説 得 型 。 ゾー ンで あ る。 こ の ゾ ー ン には ,家 庭 電気 製 品 を
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図8説 明 型 ゾー ン

大

商品名 などの占める割合

小

多い

りの字数

あ り 音楽 な し

図9イ メ ージ型 ゾー ン

大

商品 名 な どの

占 め る割 合

多 い

当 りの字数

小

あ り 音 楽 な し
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主 とす るJ業 種 や 保 険,公 益 事 業 な どが多 い。 図9は,1秒 当 りの字 数 が 少 な

く,商 品名 等 の 占め る割 合 が小 で あ る ミイ メー ジ型 。 ゾ ー ンで あ る 。 こ の ゾ ー

ンに は化 粧 品 等,嗜 好 性 の 高 い ものが 多 い 。図10は,商 品 名 等 の 占 め る割 合 が

大 で あ る ミ連 呼 型 、 ゾ ー ン を表 わ して い る 。 こ の ゾ ー ンに は,飲 食 料 品 とい っ

た低 額 の 日常 消 耗 品 が 多 い 。

しか し,前 述 した よ うに ミ説 明 型 。 のJ業 種 の コマ ー シ ャル も,調 査2で 商

品 名 へ の 比 重 を大 き く し,ま た,ミ 連 呼 型 。 の 傾 向 が 大 で あ っ たB業 種 に,

ミイ メー ジ型
。 や ミ説 明 型,と い っ た表現 タイ プ を とる もの が み られ た。 これ

らの 動 きは,図11で み る よ うに,広 告 商 品 と表 現 タ イ プが 従 来 の よ うに固 定 的

で はな く,流 動 的 で あ る こ と を意 味 して い よ う。

調 査2に お い て は,残 念 な が ら低 額 の 日常 消 耗 品 と してB業 種,高 額 の 耐

図10連 呼型 ゾーン

大

商 品名 な どの

占 める割合

小

多 い

当 りの 字数

あ り 音楽 な し
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久消 費財 と してJ'業 種 の2業 種 しか調 査 が行 え な か っ たが,多 くの業 種 を 同様

に分 析 す る こ とで,今 日の テ レ ビ ・コマ ー シ ャル の状 況 が この 立 方体 の 中 で,

構造 的 に表 わす こ とが で き る と私 は考 えて い る。 言 い か えれ ば,業 種 別 に み た

コマ ー シ ャル の市 場 の状 況 が 把 握 で きる と言 え よ う。 更 に一 歩 進 め て,コ マ ー

シ ャルの 表現 を この立 方体 の どの 位 置 に置 くか を,予 め 大局 的 に押 さ え る こ と

が可 能 で あ ろ う。

先 に も述 べ た よ う に,数 多 い コマ ー シ ャル の 中 で は,ま ず ミ目に止 まる 。 こ

とが 大前 提 で あ る。 ま た,イ メ ー ジ調 査 よ り話 題性 が あ り目新 しい革 新 的 な表

現 の コマ ー シ ャル が,イ ンパ ク トが あ る と感 じ記憶 に残 り易 い とい う結果 が 出

て い る。 この 目新 しさ を表 現 す るひ とつ の手 立 と して,広 告 商 品 業 種 の持 つ 表

現 タ イ プの既 成枠 を敢 え て外 した表現 とす る こ とが,考 え られ る。 例 え ば,昭

図11

どの

合

あ り 音 楽 な し
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和49年 の松 下 電 器 の コマ ー シ ャ

ル ミク ィ ン トリ ッ ク スミ(図12)

は,非 常 に話 題 に な った もの と

して 有 名 で あ る。 そ の 原 因 は

≧説 明 型
.的 表 現 の 多 いJ業 種

の 中 に あ って,恰 も飲 食 料 品 業

種 の よ うな ミ連 呼 型.の 表現 を

極 端 に打 ち 出 した為 と言 え よ う。

また,昭 和45年 の ゼ ロ ックス の

コ マ ー シ ャ ル 鳶モ ー レ ッ か ら

ビ ュー テ ィフ ルミ(図13)は,

ミク イ ン トリ
ックス.と 同様 に

ミ説 明 型
.のJ業 種 で あ るが,

1秒 当 りの 字 数 が少 な く商 品 名

等 の 割 合 が 小 さ く,メ ッセ ー ジ

に メ ロ デ ィ が つ い た ミメ ロ

デ ィ ・イメ ー ジ型 。 を と って い

る 。 そ の 内容 は,た だ ミビ ュー

テ ィ フ ル 、 と 歌 い,'BEAU-

TIFUL,と 書 い た紙 を男 が持 っ

て 歩 く姿 を映 して い る とい う,

従 来 の コマ ー シ ャル の 表現 で は

見 られ なか った タ イプ で あ っ た。

見 る側 に作 られ た,商 品 や 会社

に 対 す る既 成 の イメ ー ジ と,作

られ た コマ ー シ ャルの イ メ ー ジ

図14
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が か け離 れ れ ば 離 れ る程,人 々 に強 い イ ンパ ク トを与 え る 。 こ のゼ ロ ック スの

コマ ー シ ャル は,ま さに 人 々 に驚 き を与 え たで あ ろ う。 なぜ な ら,商 品説 明 型

のJ業 種 で あ りなが ら,商 品 に 関 す る メ ッセ ー ジ も映 像 表 現 もな され て お らず,

コ マ ー シ ャルそ の もの に対 す る既 成 の イ メ ージ す ら打 ち破 って い る か らで あ る。

こ の よ うに,話 題 に な った コマ ー シ ャルの 原 因 を探 っ てみ る と,往 々 に して,

広 告 商 品業 種 の持 つ 表 現 タ イ プ とか け離 れ た表 現 を と って い る こ とに気 が つ く。

従 って,今 後,制 作 す る際 にお い て,予 め どの要 素 を どの程 度 従 来 の 表 現 タ イ

プか らず らす か を,具 体 的 に計 算 す る こ とは,非 常 に有 効 な手 段 と言 え よ う。

商 品 の 特 質 に 合 致 した新 た な表 現 タ イ プ を探 る上 で,視 覚 的 及 び 数値 的 に検 討

で きる点 にお い て,こ の 立方 体 は ミ地 図.と して役 立 つ と思 わ れ る。 また,ス

タ ッフ の合 意 を得 る点 にお い て も,客 観 的 か つ 具体 的 な材 料 で あ ろ う。

5.お わ り に

時 間 軸 を持 つ音 と映像 か ら成 る コマ ー シ ャル は,数 多 くの要 素 が 複 雑 に絡 み

合 って 構 成 され て い る。 そ の コマ ー シ ャル を,非 常 に大 まか に分 断 し基 本 的 な

要 素 のみ を,今 回 調 査 した の に過 ぎない 。 表現 の タイ プ を表 わ す 軸 に して も,

字数 や商 品名 等 の 占め る割 合,音 楽 の他 に,画 像上 で の商 品 や 色,そ の他 多 く

の切 り口が 考 え られ る。 そ の 中 で,よ り的確 に今 日の コ マ ー シ ャル市 場 の 状 況

を表現 で きる軸 を選 び 出す こ と に よ って,雑 然 と見 え る コ マ ー シ ャル状 況 の 中

に,何 らか の規 則 性 や方 向性 を見 い 出 す こ とが 可 能 で あ る 。 そ して,そ の 座 標

空 間 を地 図 とす る こ とは,効 率 よ く効 果 的 な コマ ー シ ャル を制作 す る ひ とつ の

方 法 で は なか ろ うか 。

凡例

・ 「 」は分析調査で用いた項 目を,ミ,は 分析結果から導 き出された用語や強調を意味

している。
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註

(1)録 画 で はな く,生 放送 されて いる ス タジオの一隅 で商 品 を並 べ,ナ レー ターが 口上 を述

べ る,と い ったコマ ー シャル

(2)全 日本CM協 議会 編 「CM25年 史 」1978年,講 談社,P140

(3)テ レビ ・コマ ーシ ャル は,テ レビ番組 を提 供す る ミプロ グラ ム ・コマ ー シ ャルミ と,番

組 提 供 に関 らず 時間売 りされ てい る ところの ミスポ ッ ト ・コマ ー シャル、 に大 き く分 け

られ る。

(4)前 出書 「CM25年 史」P173

(5)同 前 書P178

(6)同 前 書P126--217

(7)関 西 大学社 会部編 集,発 行 「関西 大学社 会 部紀要 」第4巻 第1号

(8)「 昭和 国勢 総 覧」 東洋 経済新 報社 昭和55年

(9)商 品 が飽和状 態 に達 してい る市場

(10)全 日本CM協 議会が,CM水 準 向 上の ため に実施 してい る全 日本CMコ ンクール の呼 び

名 。

(11)TelevisionOpaqueProjectorの 略。 テ レ ビ用 語字 幕送 出装 置,及 び,こ の 装置 に セ ッ ト

され る字幕 カ ー ド,そ して,テ レビ画 面 に流 され るニ ュー ス速報 の文字 や イラ ス トな ど

もテ ロ ップ という。 この場合 は,テ レ ビ画面 に流 され る文 字 を示す 。

(② 無 地 の背景 に対 して,風 景 や人物 の上 にテ ロ ップが載 って いる場合 が ある。 それ を ミ混

合 型 、 と した。

(13)昭 和59年7A15--21日 まで,関 西 テ レ ビと読 売テ レビの2局 にお いて,午 後7時 か ら11

時 の4時 間 に わた り収 録 した。

(竕 この表 の産業 種別 分類 は,昭 和56年 度版 「通信 白書 」 の分 類 に よった。 また,ア ルフ ァ

ベ ットは調査 の便宜 上 ,こ ち らで 補 った ものであ る、

⑯SemanticDifferential法 。意 味 の差 異相 を明 らか にする ため オズ グ ッドが開発 した手 法 。

㈹ 内訳 は,男15人,女9人 。

(切 内訳 は,男16人,女9人 。

(is)Background皿USICの 略 。
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